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は じ め に

これ まで の 調 査 に よ り,ハ ネ ケ ナ ガ ツ ヤ コ バ チ

Aspidiotiρhagitscitri'lus(Craw)の 探 索 行 動 は寄 主

ヤ ノ ネ カ イガ ラム シUnaspisyanonensis(Kuwana)

の葉 上分布 様式 や葉 の 部位 の影 響 を う け(梶 田,1976;

神 田 ・梶 田,1976),産 卵 行動 は介 殻 の 構 造 の 影響 を

うけ る こ とが 明 らか に され た(梶 田,1976).し か し,

ヤ ノ ネ カ イ ガ ラム シ雌 雄 の い ず れ が この 寄生 蜂 に よ り

寄生 を う け易 い か は まだ 明 らか に され て い な い,そ こ

で,本 報 で は ヤ ノ ネ カ イガ ラム シの雌 また は雄 の いず

れ か一 方 が い ろ い ろ な密 度 で定 着 して い る ミカ ン葉上

にハ ネケ ナ ガ ツ ヤ コバ チ を1頭 放 し,雌 は ど の よ うな

密 度 で 雄 よ り も寄 生 を う け易 いか と いつ た点 を 明確 に

しよ う と した.

本 文 に入 る に先立 ち,懇 篤 な指 導 と校 閲 の労 を と ら

れ た 九 州 大学 農 学 部村 上陽三 助教授 に心 か らお礼 申 し上げる

.ま た,寄主 と寄 生蜂 の採 集 に援 助 を 与 え られ

た 鹿 児 島 県 果樹 試 験場 河野 通 昭 技 師 に対 し感 謝 の 意 を

表 す る.

材 料 と 方 法

供試のハネケナガツヤ コバ チは1973年10月 に鹿児

島県垂 水 市において採集 した後,九 州大学生物環境調

節研究セ ンターにおいてアカマルカイガ ラムシ ・Aoni-

diellaaurantii(Mas1〈ell)を 寄主 として増殖 した も

ので ある.実 験 には羽化後1日 目 の 寄生蜂 を 使用 し

た.寄 主のヤノネカイガ ラム シ は1975年7～9月 に

福岡 市東区箱崎の九州大学農学部構内に植 え られてい

る無防除のウ ンシュウ ミカ ン樹か ら葉に定着 している

ままの状態で採集 した.葉 の裏面 に所定数 の1令 中期

幼虫の雌または雄のいずれか一方だ けを残 し,そ の他

のカイガ ラムシはすべて除去 した.こ のさい,除 去 す

るカイガ ラムシ数 はできるだ け少な くした.雌 の密度

区 は5,10,15,20お よび30頭 とし,雄iは これ らの

密度区のほか にさらに40頭 区を設 けた.雌 はお もに

主脈に定着 してお り,雄 は葉脈 と葉脈 との間にひ とつ

の コロニーを形成 していた.実 体 顕微鏡下 に1枚 の葉

を寄主の定着 している裏面を 上に しておき,そ の中央

部に寄生蜂を1頭 放 した.寄 生 蜂を放 してか ら寄生蜂

・本 研究は 文部省科学研究費総合A「 昆虫行動の多面的解析」によつ た.



が飛 びたつか,葉 柄 の最先端 に到達す るまでの時間を

測定 した。またその寄生蜂が葉上滞在中 に発見 した寄

主数,産 卵管 を挿入 した寄主数 および被寄生寄 主数を

調べ た.寄 生 の有無 は寄主を解剖 して確認 した,実 験

は約25℃ の恒温室 において各密度区につき5回 ずつ

行つ た.

結 果

1.寄 生蜂 の葉上滞在時間

ミカ ン葉におけるハネケナガツヤコバチ の滞在時間

が,ヤ ノネカイガラムシの葉 あたり密度 によりどのよ

うに変化するかを寄 主の雌雄別 に 示 したのがFig。1

である.今 回の調査で は各密度区 にお ける数値 はすべ

て5回 調査の平均値で示 した.寄 生蜂は寄主の定着 し

ていない葉には約7分 間滞在 した.雌 の定着 して いる

葉 における寄生蜂の滞在時間 は低密度では密度のわず

かな増加で急激 に増大 したが,高 密度 になると増加の

割合が低下 した.一 方,雄 の定着 している葉 において

は低密度では比較的ゆるやか に増大 し,中 間の密度で

急激 に増 大 し,高 密度では再びゆるやかな増 大を示 し

た.寄 生蜂は雄 の定着 している葉よ りも雌 の定着 して

いる葉 に長時間滞在する傾 向を示 した.な お,葉 上滞

在中寄生 蜂は探索行動 と産卵行動 にほとんどすべての

時間を費や し,体 の清掃 や休息 に時間を費やす ことは

まれであつた.

 Fig. 2. Relationship between host density 

per leaf and number of hosts found by the 

parasite. Symbols are the same as Fig. 1.

寄主の雌雄 別に示 した ものである.発 見 された寄主 数

の寄主密度に対 する変化の傾 向はFig.1に 示 した滞

在時間の変化 に雌雄 ともに似 ていたが,雄 の方が雌 よ

りも多かつた点が異な る.

3.寄 生蜂の産卵管挿 入率 と産卵成功率

産卵管挿 入率 というのは,ハネケナガツヤコバチ が

葉上滞在中に発見 した寄主 の うち産卵管を挿入 した寄

主の割合を百分率で示 した もので あり,産 卵成功率 と

いうのは産卵管を挿入 した寄主 の うちで産卵 した寄主

の割合を百分率で示 した もので ある.な お,今 回の産

卵成功率の算 出法 は本研究第3報(梶 田,1977)に お

ける算出法 と異な る.産 卵管挿入率 はFig,3に 示す

ように雌雄 とも寄主 密度 の影響を うけていないようで

あるが,雌 に対す る産卵管挿入率 と雄 に対す るそれ と

の間には大きな差がみ られた.す なわち雄寄 主に対す

るよりも雌寄主 に対 して著 しく高い挿入率を示 した.

Fig.4は 産卵成功率 を 示 した ものであるが,こ の場

合 も雌雄 いずれの寄主 に対 しても寄主密度 の影響をほ

Fig. 1. Relationship between host density 

per leaf and time spent by the parasite on 
the leaf infested with females ( • ) and 
males ( o ).

2,寄 生蜂に発見 された寄主数

ここで発見 された寄主 とい うのは,寄 生蜂が触角で

接触 した寄主の ことであ り,触 角が雄寄主の介殻上 に

分泌 されて いる 毛状物質 に接触 した 場合 も含 めた.

Fig.2は ハネケナガ ツヤ コバ チ が葉上滞在 中に発見

した寄主数が寄主密度 によりどのよ うに変化 するかを

Fig. 3. Relationship between host density 

per leaf and rate of insertings with ovi-
positor to host-findings by the parasite. 
Symbols arc the same as Fig.  1.



Fig. 4. Relationship between host density 

per leaf and rate of successful ovipositions 
to insertings with ovipositor by the para-

site. Symbols are the same as Fig.  1.

5.寄 生 率

雌雄の寄主 に対す る寄生率が寄一IL密度 によ りどの よ

うに変化す るかはFig.6に 示す とお りである.雌 に

対する寄生率 は葉あたり20頭 の 寄主密度までは密度

の増加 にと もない次第 に上昇 し,そ れ以上 の密度で は

横ばいの傾向がみ られた.一方,雄 に対す る寄生率 は

20頭 の 密度 まではL昇 す る傾向がみ られたが,そ れ

よ りも高密度 になると明 らかに低下 した.低 密度 にお

ける雌 に対す る寄生率 は雄 に対 するそれよ りもわずか

に高いだけであつたが,高 密度 になると明 らかに雌雄

悶の差が増 大した.

とん どうけていないよ うであり,ま た雌雄間 には大 き

な差がみ られなかつた.

4,被 寄生寄主数

寄主 密度 に対す る被寄生寄主 数の変化 はFig.5に

示す とお りである.低 密度 における被寄生寄主 数 は雌

雄 ほぼ同 じ割合で密度の増加 にともない次第 に増加 し

た.雌 の被寄生寄主 数は高密度で も低密度 のときと同

じ割合で増加 したが,雄 の被寄生寄主 数は高密度では

増加の割合が低下 した.ハネケナガツヤコバチ は単寄

生性であるので,1寄主 に2卵以上 産下 された場合に

は過寄生 になる.今 回の調 査で は1寄主 あたりの最高

産 下卵数は2個 であつたが,過 寄生は雄寄主 で は極め

て少な く,雌寄主 で は密度が増加するにつ れて多 くな

つた.1デ ータによ る1寄主 あた りの平均産 ド卵数は

雌が1.1個 で あり,雄 は1.0個 であつた.供 試寄生蜂

の最高産卵数 は雌寄1ヨこ対 しては22個 で あり,雄 寄

主に対 しては17個 であつた.

 Fig. 5. Relationship between host density 

per leaf and number of hosts parasitized 
by the parasite. Symbols arc the same as 

Fig. I.

Fig. 6. Relationship between host density 

per leaf and percentage parasitism by the 

parasite. Symbols are the same as Fig. 1.

考察 Laing(1937)は 産 卵 行動 前 に は ほぼ 直線 的 に歩行

す る ヨ ト ウ タ マ ゴバ チTrichogrammaeyanescens

Westwoodが 産 卵 行 動後 に 蛇 行 す るよ うに歩 行 す る

ことを 明 らか に した.そ れ以 来,こ の よ うに産 卵 行 動

の 前後 で 歩 行様 式 を 変化 させ る寄 生 蜂 は寄薫 の少 な い

と ころ よ り も多 い と こ ろに 長時 間 滞 在 し,寄 主 の多 い

と ころで 寄 生 率 が 高 く な る こ とが 期 待 され て い る

(Hassell,1971).ハ ネ ケ ナ ガ ツヤ コバ チ は産 卵 行 動

前後 で 歩 行 様式 を変 化 させ る ばか りで な く,産 卵 行動

後 に は歩 行 速度 を低下 させ る ことが 知 られ て い る(梶

田,1976;神 田 ・梶 田,1977).今 回 の 調 査で は,ハ

ネ ケナ ガ ツヤ コバ チ はヤ ノ ネ カ イガ ラム シの少 な い 葉

よ り も多 い 葉 に長 時 間 滞 在 し,雌 に対 す る寄 生 率 は寄

上の多 い 葉ほ ど高 くな る 傾 向 が認 め られ た.し か し,

雄 に対 す る寄生 率 は ある 程度 以上 寄 主 の 多 い葉 で 低下

した.こ こで は,雌 と雄 に対 す る探 索行 動 につ いて お

もに検 討 した い.

寄 主 密度 と寄 生 蜂 の滞 在 時 間 との 関係 を扱 つ た 研究



は少 ない.Hassell(1971)は ヒメバチの1種Neme-

ritiscanescens(Gravenhorst)の 相互 干渉の研究の

なかで,い ろいろな寄 主密度 の容器を並 べたケージの

なか に寄生蜂を1頭 放 し,あ る寄主密度 の容器 に滞在

する 時間を全密度区の 容器に滞在 した 時間 の 合計に

対す る割合で示 してい る.そ れによると,滞 在時間の

割合 は低 密度で はあまり増加 しないが,高 密度 になる

と急激に増大 して いる.ハ ネケナガツヤコバチの葉上

滞在時間は これと趣を異に し,高 密度で はあまり増 大

しなかつた.供 試前のハネケナガツヤコバチ は卵巣内

に約40個 の卵を もつているもの と推定 され る(梶 田,

1972).こ の卵巣卵数 と産卵数 との間 には雌寄主 の高

密度の葉において も約20個 の差があ り,卵 巣内の卵

が完全に産 みつ くされたとは考え難い.N.canescenbt

の卵巣卵数 はハネケナガツヤコバチ のそれの約2倍 で

あ ることか ら(HasseU,1971),ハ ネケナガツヤコ

バチの単位時間あた りの産 下卵数 が少な いことが高密

度 の葉における滞在時間の増加 の割合 を低 下させた一

因となつているので はないか と思 われ る.

葉上滞在中のハネケナガツヤコバチ はほ とんどすべ

ての時間を探索行動 と産卵行動 に費や したが,こ れ は

産卵未経験 で多 くの卵を もつている寄生 蜂が実験 に供

されたため と思 われ る.こ のような場合,寄 生蜂が探

索行動に費や した時間は滞在蒔間か ら産卵行動 に費や

した時間を差 引 くことによつて推定 する ことが可能で

あろう.前 報(梶 田,1977)に おいて,約30℃ にお

ける1令 後期幼虫雄 に対す る産卵行動時間 は約25℃

にお ける1令 中期幼虫雄 に対す る産卵行動時間 とほぼ

等 しく,ま た産卵行動時間 は産卵を重 ねてもほとんど

変化 しないことが明 らかにされている,そ こで,今 回

の調査結果 に前報の約30℃ における1令 後期幼虫の

雌 と雄 とを触角で叩 く時間(寄 生蜂が寄主を発見 した

場合),産 卵行動 時間(産 卵に成功 した場合)お よび

みかけの産卵行動 時間(産 卵 に失敗 した場合)を 代入

して,産 卵行動に費 やされた時間を推定 した。Fig.7

Aは 滞在時間か ら,こ の ように して産卵行動 時間 の推

定値 を差引いた値 を探索行動時間 と して示 した もので

ある.雌 の定 着 している葉における探索行動時間 は低

密度で は密度 の増加 とともに増大 したが,高 密度 にな

るとほとん ど変化 しなかつた.一 方,雄 の定着 してい

る葉 にお ける探索行動時間 は低密度ではあまり増大 し

なかつたが,中 間の密度で急激 に増大 し,高 密度 にな

つ ても幾分増大す る傾 向が み られた.

つ ぎに,探 索効率の一指標 として1分 間 の探索行動

において発見 された寄主数 を推定 したのがFig.7B

Fig. 7. Relationship  between host density 

per leaf and calculated searching time (A) 
and number of hosts found per minute 

(B). Symbols are the same as Hg. !.

で ある,雌 の定着 している葉における単位時間あた り

の発見寄主 数 は密度の増加 にともない次第 に増 大した

が,雄 の定 着 している葉における単位時間 あたりの発

見寄主数は密度の影響をほとん どうけず,ほ ぼ一定 の

値を示 した.

ハネケナガツヤコバチの産卵行動はヤノネカイガラ

ムシの介殻の厚 さや雄 の背 面に分泌 されている毛状物

質や綿状物質 によ り阻害 される(梶 田,1977).今 回

の調査 において,雄 寄主 に対す る産卵管挿入率が雌寄

主に対 するよ りも低 かつた原因 は雄寄主この背面 に毛状

物 質が分泌 されていたためと考え られる.ま た,産 卵

成 功率が相当高率になつたのは介殻 の比較的薄い,1

令中期幼虫を寄主 として使用 したためと考え られる.

オ ンシツコナ ジラ ミの 寄生蜂Encarsictformosa

Gahanは 寄主を 均一 に並べた場合 よりもコロニー状

に並べた場 合の方が多 くの寄主 に寄生する(Burnett,

1958).こ れは寄生蜂が コロニーに出合つたさい,そ

のコロニーを構成 してい る数頭 の寄主 に遭遇するため

らしい,ま たLaing(ig38)に よると,ヨ トウタマゴ

バチの 単位時間 あた りの発見寄主 数は寄霊の隣接個体

間距離の増加 にともない急激 に減少する.こ れ らの報

告 と今回の調査結果 とを照合 すると,ハ ネケナガ ッヤ

コバチが単位時間あた りに発見 した雄の頭数が雌のそ

れ よりも多 く,し か もほぼ一定の値を示 したの は,雄

の密度 の変化 にもかかわ らず,わ ずか約0.5mmの

隣接個体間距離で コロニーを形成 して定着 しているこ



と(梶 田,1976)と 関 連 性 が あ る もの と考 え られ る,

この寄 生 蜂 の 歩行 速 度(神 田 ・梶 田,1977)か らみ る

と,コ ロニ ー 内 に お け る寄主 間 の移 動 に はせ いぜ い数

秒 しか 要 しな いで あ ろ う.そ れ に もか か わ らず,単 位

時 間 あた りの発 見寄主 数 が割 合 に少 な く推定 され たの

は,寄 生 蜂 が雄 の コ ロニ ー外 を密 度 に応 じて 相 当広 範

囲 に わ た り探 索 した こ とを 示 唆 す る.一 方,雌 の 隣接

個 体 間 距 離 は密 度 の 増 加 に と もな い双 曲 線 を描 いて 減

少 し(梶 田,1976),寄 生 蜂 は雌 の主 要 な定 着 部位 と

な つ て い る主脈 に沿 つ て 直 線 的 に歩 行 す る傾 向 が強 い

(神 田 ・梶 田,1977).こ れ らの ことか ら,雌 の定 着 し

て い る 葉 にお け る寄 生 蜂 は密度 の増 加 につ れ て急 激 に

主脈 に沿 つ て 直 線rl勺に歩 行 す る傾 向を 強 め,高 密 度 に

な る と主 脈以 外 の 部位 を ほ とん ど探 索 しな か つ た もの

と 考え られ る.

ヨ トウ タマ ゴバ チ は触 角 と産 卵 管 とで既 寄生 寄主 を

識 別 す る とい われ る(Salt,1937).こ の寄 生 蜂 は既

寄 生 寄 主 に遭遇 した場 合 に は,産 卵 行 動 後 の よ う に蛇

行 す る よ うな歩 行 様 式 で は な く,直 線 的 な 歩行 様 式 を

示 す(Laing,1938).ハ ネ ケ ナ ガ ツヤ コバ チ の既 寄

生 寄 主 識 別 能力 につ いて は これ を示 唆 す る報 告が あ る

が(梶 田,1976;神 田 ・梶 川,1977),詳 細 は不 明 で

あ る,し か し,1寄主 あ た りの産 下卵 数 が2個以下 で

あ つ た こ と,主 脈 にお い て 同 じ部位 を 往復 しな が ら未

探 索 の 部位 を探 索 した こ と(梶[日,1976),さ ら に図

表 に は示 さなか つ た が雄 の コ ロ ニ ーを2回以上 訪 問 し

た 場 合 には ほ とん ど 産卵 行動 を 示 さなか つ た こ とか

ら,ハ ネ ケ ナガ ツヤ コバ チ は不 完 全 で は あ るが既 寄生

寄主を 識 別 す る能 力 を もつ て い る もの と思 われ る,と

こ ろで,ヨ トウ タマ ゴ バ チ の触 角 によ る既 寄 生 寄 主 識

別 は寄主 に観 点 を お い た場 合 の こ とで,す で に探 索 し

た 部 位 の識 別 と同 じ機構 に よ るの で は な いか と いわ れ

る(Salt,1937).ハネケナガツヤコバチ の 識 別 能力

につ い て も,寄 生 を う けた寄主 を識 別 す るか,探 索 し

た 葉の 部位 や寄主 を 識 別 す るか を 今 後 明確 にす る必 要

が あ る、

寄主密 度 に対 す る被 寄生寄主 数 の 変化 が シグモ イ ド

型 にな る例 は あ ま り知 られ て いな い.キ ョウ ソヤ ド リ

コバ チNasoniavitripennisWalkerは 羽化 後 しば

ら くの 問寄主 を 発 見 しな い と卵 吸 収 を 引 起 こす こ とか

ら,低 密 度 に お け る被 寄生 寄上 数 はあ ま り増 加 しな い

と考 え られ て い る(VarleyandEdwards,1957).

ハ ネ ケ ナガ ツヤ コバ チ は 羽化 後3日 目まで 寄 主 を与 え

な い と卵 吸収 を 引 起 こすが(梶 田,1972),供 試 の寄

生 蜂 は 羽化 後1日目 の個 体 で あ り卵 吸収 の影 響 はな い

もの と考え られる,Takahashi(1968)は スジマダ

ラメイガの寄生蜂Nemeriiiscanescens(Graven-

horst)の 機能の反応が シグモイ ド型 にな ることを報

告 している.こ の寄生蜂 の探索行動は寄主 の臭いや寄

主の生 息 していた食物に刺激 されている といわれ る.

ハネケナガツヤコバチの探索行動 も寄主の臭 いに刺激

されて いると 考 え られており(神 田 ・梶 田,1977),

比較的低 密度 の範囲内で みる限 りでは高 い密度で探索

行動 は活 発になつた,し か し,ハネケナガツヤコバチ

を腰高 シャー レに収容 して機能 の 反応 を 調べた結果

(梶田,未 発表),被 寄生寄 主数 は飽和 型の反応 となつ

た.こ れ らのことか ら,機 能の反応 が シグモ イ ド型 に

な るのは今 回の調査のよ うに寄生蜂が開放的な条件下

におかれた場合である と考え られ る,こ の点で,野 外

にお ける雌に対す る寄生率が密度の増加 にともない上

昇する傾 向を示す こと(Murakamietal.,1974)は

興味がある.し か し,野 外で雌 に対する寄生率が 上昇

す るのは極めて低 い密度 の場合であ り,葉 あた り10

頭以上の密度 にな ると明 らか に低下 しは じめる.こ の

10頭 とい う密度 は今 回の 調査 では 寄生率が上 昇する

途1=に ある密度であるが,こ の違いは野外で は雌 と雄

とが同 じ葉に定着 している場合がある こと,寄 主は葉

の表面 と裏面の両方に定着 して いる場合が あること,

葉を訪れる寄生蜂は1頭 に限 らない ことな どによるで

あろ う.い ずれに して も,雌 に対する寄生率が雄 に対

す るよ りも高 いことは野外調査 と一致 して いる.

以上のよ うに・今回の調査で は,ハ ネケナガ ツヤ コバ

チによるヤノネカイガラムシの寄生率が寄主の葉1:分

布様式 と介殼の構造の影響を うけるとい うMurakami

etal,(tg72)の 指摘を支持す る結果 がえ られた.ヤ ノ

ネカイガラムシの有 力な天敵が発見 されて いない現状

では,ハネケナガツヤコバチ の雌に対す る寄生率が雄

に対するよりも高い という点を活用 して積極的な利用

方法を考案 し,そ の実川化の 可能性 を検討す ることは

無意 味で はないであろ う。Murakamietal.(1974)

の提案 してい る代替窃 主の供給はその一法であるが,

その場合 には代替寄一主とヤノネカイガラムシとの間 の

寄生蜂 の移動が重要 な問題 とな る.今 後 は1枚 の葉 を

離れた寄生蜂がどのよ うに して他 の葉や他の樹 へ移動

するかといつた点を究明 してゆ く必 要があ る.

摘 要

ヤノネカイガ ラム シの雌 と雄のいずれがハネケナガ

ツヤコバ チにより寄生 をうけ易いかを明 らかにするた

め,1令 中期幼虫の雌 または雄のいずれか一方 がいろ



いうな密度で定着 している ミカン葉上 に羽化後l日 目

の寄生蜂を1頭 放 し,探 索行動 と産卵行動 を詳細 に調

べた.実 験 は約25℃ の恒温室 において各密度区 につ

き5回 ずつ繰返 した.

1.寄 生蜂 の葉上滞 在時間 は葉あた り密度の増加に

ともない幾分 シグモ イ ド型 を描 いて増大 した.寄 生蜂

は雄の定着 してい る葉よ りも雌の定 着 している葉に長

時間滞在 した.

2.寄 生蜂 に発見 された寄 主数は密度 の増加 にとも

な い次第 に増加 したが,高 密度ではあま り増加 しなか

つた.寄 生蜂 は雌よ りも雄を多 く発見 した.

3.産 卵試行率 と産卵成功率 は密度 の影響を ほとん

どうけなかつた.産 卵試行 率は雌の方が雄 よりも明 ら

か に高 く,産 卵成功率は雌雄間に 大 きな差が み られな

かつた.

4.被 寄生寄主数 は密度 の増加 にともない幾分 シグ

モ イ ド型を描 いて増加 した.雌 の被寄生寄主 数 は低 密

度で は雄 よ りもわずか しか多 くなかつたが,高 密度で

は雌の方が明 らか に多かつた.

5.雌 に対す る寄生率は密度の増加に ともない.上昇

す る傾向を示 したが,雄 に対す る寄生率は中間 の密度

まで上昇 し,高 密度で は低 下した.雌 に対 する寄生率

はすべての密度で雄 に対するよりも高かつた.
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                                   Summary 

   The present paper concerns mainly with effect of the density of Unaspis yanonensis 

(Kuwana) on searching by Aspidiotiphagus citrinus (Craw) . By liberating a single 
female parasite against either female or male larvae of host at the first instar settled 
on a citrus leaf at different densities, the author examined the time spent by the 
parasite on the leaf and the number of hosts found and parasitized. Each experiment 
was repeated five times at the temperature of 25°C. Most of female hosts settled on 
the central vein of the leaf whereas male hosts settled a colony in the interveinal 
area. Parasites used in this experiment were two days old. 

   The time spent by the parasite on a leaf and the number of hosts found and 

parasitized were dependent upon host densities. These responses to host densities were



slightly sigmoid in form. But there were differences in response curves between female 

and male host. An analysis indicated that the number of female hosts found per unit 

time increased with increase of the host density, while the number of male hosts 

found per unit  time was almost same through host densities. The number of hosts 

found by the parasite was higher in male hosts than in female hosts. But the number 

of hosts parasitized by the parasite was lower in male hosts than in female hosts be-

cause oviposition by the parasite in male hosts was sometimes disturbed by their ex-

cretion of threads. Thus the percent parasitism of the female host increased as the host 

density increased, and it was higher than that of male hosts.


